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１．今年度の研究概要 

保育所等一般の子育て支援システムの中での障害児の受け入れを進める等、「障害のある子とな

い子」の「共生」の重要性が政策全般で強調され、巡回による発達相談支援が今まで以上に重要な

意味を持つようになった。一方で、障害児保育の担い手となる保育者が、障害児を保育していく過

程で感じる困り感と不安感は大きく、相談員も、今まで以上に、障害のある子とない子が共に育つ

環境を、如何に保育者と一緒になって構築していくかを考えていく必要がある。しかし、発達相談

で、相談員が実践課題を提案する際、保育者との専門性、方法論の違いや関係性、経験等によって、

両者の間で知見の“ズレ”が生じやすい。 

本研究では、発達相談過程で、相談員と保育者の間で、知見の“ズレ”が生じやすい点に着目し、

現場保育者が発達相談で感じる相談員との知見の“ズレ”の具体的内容を解明し、保育現場におけ

る発達相談の質の向上を目指すことを目的とする。本研究は地域の障害児保育の質の向上に重要な

意義を持つ。本研究は、昨年度の研究を踏まえ、今年度はまず文献研究を行い、基礎データを収集

した。 

２．研究の成果 

① 現職保育者が障害児保育で示す困難感について文献研究を通して、現職保育者が障害児保

育で示す困難感について明らかにすることができた。 

② 現職保育者を対象に発達相談を実施する際に相談員が持つべき視点について、発達相談に関す

る研究の分析を通して、いくつかのポイントについて明らかにすることができた。 

③ 発達相談において現職保育者と発達相談員の間で生じやすい“ズレ”の要素を抽出することが

できた。 

３．研究成果の公表実績・予定（年月日、方法） 

（１）研究成果の公表実績 

本研究は、平成３０年度からの継続研究である。平成３０年度の研究はいかにおいて研究成果を発

表した。 

・日本特別ニーズ教育学会において口頭発表を１件行った。 

発表テーマ： 現職保育者が障害児保育で示す困難感に関する研究動向    

・平成３０年度の幼児教育研究所の年報にその成果を論文にまとめて投稿した。 

 

（２）研究成果の発表予定 

・令和元年１１月に開催される日本特別ニーズ教育学会にて口頭発表で平成３１年度の成果を発表

する予定である。 

・令和元年度の本学の紀要論文集もしくは幼児教育研究所の年報において論文にして成果を発表す

る予定である。 

 


